
核兵器禁止条約参加に関わる陳情

・陳情趣旨

我が国は地球上で、唯一の原爆被爆国であります。

1945 年８月６日に広島市、９日に長崎市に米軍により原爆が投下されました。

広島市で、166,000 人死亡。長崎市で 80,000 人死亡。全体で 246,000 人死亡という、大

惨事となりました。更にその後放射能による後遺症のため、多くの人々が苦しみ死んでいき

ました。

今年７月７日には、国連で「核兵器禁止条約」が採択されました。

法的拘束力を持つ核軍縮関連の条例としては、実に 20 年ぶりの交渉成立となりました。

条約の署名式は今年９月 20 日、国連本部で行われ、50 カ国以上による批准の 90 日後に発

効する予定です。

しかし我が日本国はこの会議に参加していません。更に、署名する意思を持たないと、明

言しています。

・陳情事項

取手市議会は政府に対し、核兵器禁止条約に参加することを求める意見書を提出すること。

以上陳情いたします。
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